













































































































































順位 温泉名（高評価） 得点（1） 順位 温泉名（低評価） 得点
1 乳頭温泉郷（秋田県） 8.4 47 水上温泉（群馬県） 5.9
2 草津温泉（群馬県） 8.1 47 別府温泉（大分県） 5.9
3 湯布院温泉（大分県） 8.0 53 鬼怒川温泉 5.7
4 城崎温泉（兵庫県） 7.6 57 戸倉上山田（長野県） 5.6
5 四万温泉（群馬県） 7.5 57 石和温泉（山梨県） 5.5
6 白骨温泉（長野県） 7.4 59 いわき湯本（福島県） 5.4
6 黒川温泉（熊本県） 7.4 62 熱海温泉（静岡県） 5.4
8 野沢温泉（長野県） 7.3 62 赤倉温泉（新潟県） 5.4
9 銀山温泉（山形県） 7.2 65 飯坂温泉（福島県） 5.0























































肯定的語数 中性的語数 否定的語数 肯定的語数 中性的語数 否定的語数





肯定的語数 中性的語数 否定的語数 肯定的語数 中性的語数 否定的語数
10語（6.4%） 131語（85.8%） 14語（9.0%） 13語（10.7%） 108語（89.2%） 0語（0%）
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は増えていて、若い女性の熱海に対するイメージは大きく改善されていることが、この調査にも表れている。
熱海において特徴的な連想語は、「花火」「足湯」「夜景」「熱海プリン」などである。
特に、注目されるのは、「熱海プリン」である。この商品は、そもそもは熱海とは縁もゆかりもないが、観光地での
若い人向けの消費を狙って、他の温泉地でも地名だけ変えて売られている「ご当地プリン」と言われる戦略商品であ
る（「下呂プリン」「湯田中プリン」「湯庵プリン」「湯けむりぷりん」など）。それを売っているのは、近年、従来型の観
光地振興の形を方向転換し、様々な新しいまちづくりで成功をおさめてきた熱海銀座の一角にある店である。店の前
には列ができている（写－11）。熱海で人が集まっているのは、駅前（駅ビルが近年オープンした）と熱海銀座だけと
言われるが、おそらく今、熱海銀座に来て、新しいスタイルの店を利用し、熱海プリンを食べるなどの楽しみ方が、
SNSを通じて広まっているためであろう。この現象は、「タピオカブーム」のミニ版である。
跡見女子大の現役学生にとっては、過去の悪いイメージは既に忘れられて、いや元々昔のことは知らないのであり、
イメージされるのは、現在のSNSなどを通じて知らされる話題が中心になっている。確かに若い女性が一番使って
いるSNSであるインスタグラムでは、「熱海プリン」の写真が拡散されている。話題性のあるお手軽なスウィーツとし
て、大きくプラスに作用している。
つまり被差異化をもたらすマイナスのイメージは、特に若い学生などにとっては、持ちようがないのである。また、
古めかしい街の様子は、「レトロ」または「古き良き街」「昔栄えた昭和レトロの町」などの形容詞によって、むしろプ
ラスのイメージに転化されている。
熱海は、長い間、客数が減少して衰退したと言われるが、最近は街に活気が出て復活しているのは、どのように説
明するのかと良く言われる。確かに、熱海が元気になってきたと良く聞くし、現地でもその現象については確認するこ
とができた（写真－7）～（写真－11）。その原因は、若い層に限って言えば、既に昔の評判の悪かったマイナスのイメー
ジを知らない、もしくは、忘れられているということになろう。しかし、熱海全体が活性化しているわけではなく、活
性化し賑わいが戻ってきているのは、新たな施設整備が行われるなど動きのあった特定の地域である。未だに20年前
と同じくシャッターが閉まったままの商店街もある（写真－12）。また、かつて熱海温泉の宿泊者数は、500万人を超え
ていたが、ここ数年は、300万人前後で横ばいの状態にあり、残念ながら、特定の地区の賑わいは既存の温泉旅館の
宿泊者数が増えることに必ずしも結びついていない。
草津温泉については、昔と同じように、効能が高い、健康に良い温泉であるという良いイメージが現役の学生たち
にも定着しているようである。2005年の調査と同じように、特に、熱海より肯定的評価の語数の割合が高いわけでは
ないが、悪い評価語はほとんどなかった連想されないことが特徴であると言える。しかし、若い学生に関心があるよ
うな施設、イベント、食べ物などは、最近、話題が多い熱海温泉に較べると少なく、高齢者向きの温泉地のイメージ
が強かったようだ。
５．まとめ
熱海温泉をケーススタディの場として、対象地が「被差異化」されることの影響について検討した結果、熱海は様々
な原因によって、長期的に低落してきた。どの要因が大きく関与しているのかを判別することは難しいが、「被差異化」
の影響も少なからずあると考えられる。なぜなら、自由連想法による草津温泉と熱海温泉の想起語を比較すると、比
較的温泉地としての評価が高く、観光地経営的にも問題が少ない草津温泉については、連想語の中にほとんど否定的
な語が含まれていなかったのに対して、熱海温泉では、否定的な語が多くはないが散見されるからである。否定語の
存在は、肯定語が差異化、優越化の大きさで競争する方向に働くのに対して、行くこと自体を「被差異化」を意識し
て、抑制する方向に働くからである。これは主に2005年に行われた研究の結果にもとづいているが、その当時の現地
の写真や状況も見ても首肯されることであろう。自由連想法による想起語の中に否定語が現れること自体が、既に相
当大きな問題となっていて早期に解決されなければならない課題であると捉える必要があるように思われる。
このことから言えることは、観光地の再生について考える時、多くは新たな魅力を増やすことばかりを考えがちであ
るが、それだけでは充分ではない。せっかく新たに魅力ある施設を開発しても、隣接するところに元旅館やホテルだっ
た廃墟ビルが放置されていたり、地域内に看板が氾濫して景観的に問題があったりでは、その効果も台無しである。
─ 114 ─
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第５号
また、シャッター商店街対策、反社会的勢力対策など「被差異化」の対象となるマイナスの要素を取り除くことも忘れ
てはならない。多くの場合、マイナスの要素に溢れた環境に暮らしていると当人は、無感覚になってしまうことが多
い。第三者的な視点から、当該観光地のイメージを確認し、向上を図っていく必要がある。
また、最近の熱海温泉が活性化しているとの評判についても、跡見女子大の3・4年生に対する自由連想法によるア
ンケートから明らかになった。すなわち、既に現在の女子大生は、熱海温泉について、特に否定的なイメージを持っ
ておらず、むしろ彼女たちをターゲットに開発されたスイーツなどや花火大会などを高い割合で認識しており、現在
の実態を良く反映した結果となった。
実際のところ、現在、人で賑わう活性化した場所は、新駅ビルが完成してショッピング、飲食などの機能が高まっ
た駅の周辺と若年層を中心とした観光まちづくりに熱心に取り組んできた熱海銀座周辺だけであり、温泉旅館の宿泊
者数が大きく増えているわけではないことに注意する必要がある。時間の経過とともに、記憶は薄れていき、かつて
の問題のあるイメージが若い世代に継承されていないことは、ある意味では幸いなことであるが、一層の熱海市全体
の活性化のためには、まだ市内に残る負の痕跡を消し去ると同時に、より幅広い層にとっての価値を創造していく必
要があると考えられる。
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